「読むこと」と「書くこと」の関連 : 昭和五十五年度新教育課程改革にあたり by 深美 和夫
一、近代化の方向
昭和五十五年度には、小・中・高校のタテの系統をふまえ、調和
と統一を図ろ新教育課程がうちだされるようである。ということ
は、昭和五十三年度には、まず、小学校が移行措樋としての教育課
程
に
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国語科教育の近代化がさけばれて以来、戦後、学習指導要領の改
・訂が重ねられてきた。でも、各学年の学力を示すものとして十分な
記述であるとはいいきれない。それは、学習指導要領の目標や、学
習指導事項の記述が、態度、技能、知識をふくむ学力というものが
箇条書的に記されたものであり、実際には、学力をつけるための教
科書がはじめて具体的な学習内容を示すというような状態であると
考えられてもしかたがない。しかし、使っている教材が必ずしも同
一でないが、四年生は四年生としての学力をつけるための教科書を
使っている。そして、国語科の目的、目標、内容を、「学〃」とし
てうけとめている現在である。
いま一つは、学習者の学習の目的や意欲を尊重し、学習者の能力に
「読むこと」と「書くこと」の関連
昭和五十五年度新教育課程改革にあたり
ふさわしい教材を選び、自発的、口主的に学習活動をするように、
教師が学習者を助けていくという、個性を伸ばしていく考え方にな
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
国
語
科
教
育
の
指
導
法
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
と
り
い
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ｎ本において国語科といわれる学習のあり方は、一九○○年・二
十Ⅲ紀の初めに、垣内松三氏「国語の力」をはじめとして、形象の
直観が強調された。そして、解釈学的な読解指導遡程として、石山
脩平氏「通読－精読ｌ味読」が唱えられ、諦田恵之助氏・芦田式教
式の七変化とともに、垣内松三氏の第一次・第二次・第三次の意味
の三層的構造を前提とする教授法がうちだされた。現在も、その第
一次は全体の把握、第二次は各部分の精査、節三次は、そのまとめ
というように受けとめられていろ。以来、戦後、「文学教育を読書
指導で」、「言語活動の中から技能を」、「学習過程・思考過程の
重視」、「能刀を自力で伸ばすためのプログーフムの開発」などの新教
育が定着し、学習者の学力・能力診断をした上で、学習指導の技術化
・科学化（教育機器の活用もはいる）が著しくなり、読解学習指導が
深
美
和
夫
5４
だんだん専門的・科学的になろうとしている。
以上の二つの視点から、国語科教育の近代化を考えてみたわけだ
が、現場教師の実践の中に、最も多くの時間をかけて苦労している
のは、「読むこと」と、「書くこと」の関連である。
ここにあげた題目、「読むこと」と、「書くこと」の関連は、
昭和五十年六月に、文部省が中部地区初等教育指導者講座（金沢
市）に、「書くことの能力を高めるのにも役だつ読むことの指導に
ついて（読むことの学習と書くことの学習をどのように関連させれ
ばよいか）」の主題のもとで、現場の籟一践者がどのように考えてい
るか、また、どうあらねばならないかを討議したのである。結果と
しての結論はでなかったが、私なりにこの講座に参加して得た解釈
を、実践者の発言を具体例にすると同時に、昭和五十五年度の新教
育課程編成に伴う文部省の国研科についての考え方の一部をさぐり
述べていくことにする。
二、「読むこと」の中で、「書くこと」の能力は全面的に期待で
き
な
い
指導要領の目標１に、「国語で思考し創造する能力と態度を養
う」とある。創造というと新しいものをつくりだすことであるが、
教室の学習活動をはじめ、生活すべてに聞く、話す、読む、書くと
いう一一一一口語活動を行っている。その言語活動一つ一つが、新しいもの
である。つまり、｜回一回の話しことば、書きことばを、前と同じ
ことをもう一回やろうとしても同一になるものではない。言語活動
は、本来、創造的なものであろう。とはいいながらも単に書かせた
り、読ませたりすれば、創造的だとはいいきれない。ここでは、価
値あるものを創造する能力と態度を養うものである。このことを前
提として、「読むこと」の中で、「書くこと」の能力は、全面的に
期待できないということを考えてみたい。「読むこと」の能〃は、
国語科だけではつくものではなく、他の教科や生活すべてに負うこ
とは前にも述べたが、国語科でこそ、より「読みの力」がつくこと
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
念
の
た
め
に
記
し
て
お
く
。
次に、実践授業の分析、六年上（東書）「図書館」の説明文読解
例で考えてみたい。
教材分析をみてもわかるように、図書館の二つの働きの利用と保
存
を
具
体
的
に
説
明
し
、
筆
者
の
意
図
が
記
述
さ
れ
て
い
る
文
章
で
あ
る
。
１
日
標
教
材
の
段
落
構
成
と
そ
の
内
容
・話題提示
形式段落１で、図書館には、いろいろの種類がある。
・中心の考え
形
式
段
落
２
で
、
図
書
館
に
は
、
二
つ
の
た
い
せ
つ
な
働
き
が
あ
る。（保存と利用）
・
本
文
（
中
心
の
考
え
に
つ
い
て
の
説
明
）
形式段落５で、本の保存、形式段落４〆５，６，７で、本
の利用、形式段落７，８で、本の保存の説明。
．
ま
と
め
形式段落９で、大規模な図書館ができたのは、二つの働き
を
高
め
よ
う
と
し
た
人
間
の
願
い
と
努
〃
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
説
明。
・図書館には、二つの働き（保存・利用）があることを読み
と
り
、
そ
れ
は
人
間
の
願
い
と
努
力
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
5５
こ
の
指
導
計
画
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
特
に
、
学
習
者
の
ノ
ー
ト
学
習
に
承
点をおき、「書くこと」の能力を育てようとしている。指導にあた
っての具体に次のことを述べている。
「
だ
れ
の
考
え
の
発
表
も
待
た
ず
に
、
ノ
ー
ト
に
向
か
っ
て
多
少
誤
り
は
あ
っても、自分の考えをつくり上げていくことは、かけがえのないたい
せつなことである。浮動して左右を確かめながら搬んでいくのに対
して、まずは、自分だけで自分の考えをだしてみて、それに基づい
て
思
考
を
は
っ
き
り
展
開
す
る
と
い
う
自
覚
を
も
た
せ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
中
で
「
書
く
こ
と
」
、
そ
れ
は
思
考
に
お
い
て
、
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
自
分
を
確
か
に
し
、
足
場
を
ふ
み
し
め
る
こ
と
に
も
な
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に、「ノート学習においては、佃人差がある。個人学習の不十分な児
ｌ
指
導
計
画
第
一
次
第
二
次
第
一
次
全
文
読
み
（
読
み
の
障
害
除
去
）
。
「
意
識
化
）
１
時
第
二
次
要
旨
を
予
想
し
て
大
き
く
構
成
を
つ
か
む
（
佃
の
予
想
）
。
「焦点化」１時
第
三
次
個
人
学
習
を
す
る
．
個
々
の
予
想
学
習
方
法
で
・
要
旨
を
一
五○字ぐらいに書く。「追求」５時
第
四
次
要
旨
を
一
文
に
書
く
。
「
確
認
」
１
時
第
五
次
個
々
の
学
習
過
程
を
ふ
り
か
え
り
生
活
化
す
る
。
「
ふ
り
か
え
り
．
一
般
化
」
１
時
せる。
●
・
段
落
相
互
の
関
係
を
し
ら
べ
て
要
旨
を
つ
か
む
と要約し、さらに、第阿次の「要旨を一文に諄く」の活動では、次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
章には、新しい読みの視点を提示したい。本教材においては、教師
が表面にでることを極力さけ、教師が待つことをたいせつにした
い。その中で児童が、学習におけるノートのたいせつさを再認識す
る
こ
と
を
ね
ら
い
た
い
の
で
あ
る
」
とも述べているのである。
以上、指導にあたっての配慮から学習が展開された。第三次の
「要旨を一五○字ぐらいに書く」の活動では、次のようにＫ児が書
以上、指導
「要旨を一五一
いていた。
１
Ｋ
児
の
要
旨
図書館には、いろいろの種類がありその働きは二つある。
一つは、文化財としての本や記録を保存する働きで、もう一
つ
は
、
多
く
の
本
を
集
め
て
、
お
お
ぜ
い
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
働
き
で
あ
る
。
本
を
保
存
す
る
た
め
、
空
気
の
自
動
調
節
機
を
お
いたり、利用者のため、目録カードをつくったり、館外へ貸
し
出
し
も
し
て
い
る
。
貴
重
な
本
を
保
管
し
、
利
用
す
る
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
が
使
わ
れ
て
い
る
。
昔、アッシリアやエジプトでは、粘士板や。〈ピルスに記録
して利用・保存していたが、現在の図書館は、働きも高度
で、複雑になっており、それは、図書館のもつ二つのたいせ
つな働きを高めようとする人間の願いと努刀の結果にほかな
ら
な
い
。
5６
以上のように、要旨を一五○字以内に要約したり、一文に書き表
す活動では児童の数多い話し合いの高まりをもとに、阿介としての
要約のねりあげを成文化していったのである。
この実践例でいえることは、「図書館には二つの働きがあること
を理解し、筆者の意図をくみとる」というねらいを、「書くこと」を
通して、「沈むこと」のⅡ的達成の手段としていたのである。この
手段であることが、即「書くこと」の能力が全面的に期待できない
と
い
う
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。
さらに、補足するならば、「読むこと」の教材で、報遊文・説明
文・物語文などは、「読む」ために「読む」ということが主体であ
る。この「読む」ということの活動のねらいを達成させるために、、
文章構成図を書いたり、要約したり、一文にまとめたり、主語・述
語の文型を書かせたりするのである。したがって「読むこと」は、
思考し創造する能力に欠くことのできない内容だから、創造する力
と
は
、
こ
と
ば
に
よ
る
表
現
力
と
い
っ
て
よ
い
。
理
解
・
表
現
力
を
つ
け
る
と
いうことは単に、教材内容を理解するということ「読みとる」とい
う
こ
と
だ
け
で
な
く
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
を
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
｜
つ
の
方
法
で
あ
る
ノ
ー
ト
に
書
く
に
も
、
何
を
書
く
か
と
い
う
と
■
要
旨
を
一
文
に
書
く
更
Ｎ
児
）
’
’
’
’
’
一
．川摺楜巫Ｍ｛’’五ｍ洲繩酬舳川蛆九ＭＭ燗Ⅲ脈Ⅷ鰍柞酬い一
刀
の
結
果
で
あ
る
。
・二つの働きは、二つのことを高めようとした人間の願いと一
努
力
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一一一、「書くこと」によって、「読むこと」の能力がつく
先に、「読むこと」の活動の中で、「書くこと」の活動は、「読
むこと」の目的琵成に手段として、大きなかかわりをもつと述べて
きた。ここでは、「書くこと」の活動をすることによって、「読むこ
と」の能力が鋭くつくのではないかということを述べてみる。つま
り、理解するのに役だつ「書くこと」の活動は、即文章表現が全而
的に達成できるといいきれないと考てきたわけである。このことを
逆に考えると、「書くこと」の能力が高められれば、「読むこと」
の能力にならないかということである。その理由は、表現力といえ
ば、「理解」と「書くこと」の両方をふくんでいるからである。縄
度の高い表現力がついておれば、「読むこと」の教材を与えた時、
学習者が低い読みの能力でも、ある程度、理解できると考えられ
る。「書くこと」によって、「読むこと」の力がつくということに
なる。その行為には、当然、「書くため」に「読む」という指導も
必要になってくる。
このことから、では「書くこと」の活動とは、どんな内容をさす
のか明確にしないと焦点が定まらない。
一例として、指導要領四年の「書くこと」の内容では、
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ノ
ー
ト
に表れている表現力を理解する働きが生まれるわけである。
「読むこと」のねらいを、明確に指導者が把握していないと、学
習者は「読むこと」なのか、「書くこと」なのかという目的が彌じ
ないわけである。ここに今後、国語科の構造化ということに、もう
一度、見直してみる必要がありそうだ。
5７
二年「とうげのおおかみ」の読解。「読みとり過程にみられる感
動の場面の変化」に視点を注いだ、感想文の指導である。
指
導
過
程
の
概
要
は
、
初
発
の
感
想
は
絵
で
え
が
か
せ
二
回
目
）
、
通
読
後を第一次感想（二回目）、内容を十分読みとったあと鋤二次感想
（三回目）とし、感動の変化を追求する。
次に、「書くこと」によって、塁
体例を記して考えてみることにする。
紙文、記録文、創作文といった技能をそれぞれの形態に応じて区別
していくことが、「書くこと」の指導者の吟味すべき観点ではなか
ろうか。
次に、「書くこと」によって、「読むこと」の能力が深まった具
二
ど
ろ
ぼ
う
が
、
や
た
て
を
ひ
い
て
峠
を
下
っていく。
二
ど
ろ
ぼ
う
が
、
ダ
ン
ス
の
中
の
お
金
を
と
ろ
う
と
す
る
。
一おおかみの口にさ
さ
っ
た
骨
を
、
お
ば
あ
さ
ん
が
ぬ
く
。
感
動
場
面
初
発1位 ２５
－
１１ｋ［1位 ２ ５
次２ ４ ５
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
初
発
の
感
想
は
、
ど
ろ
ぼ
う
が
ダ
ン
ス
の
中
の
お
金
をとろうとするスリルに富んだおもしろさにひかれている。一次感
想
で
は
、
ど
ろ
ぼ
う
が
、
お
ば
あ
さ
ん
の
親
切
さ
に
感
動
し
、
ど
ろ
ぼ
う
自
身
の帰り道の心のふるえに眼を向けている。二次感想ではＰおばあさ
んの人間性、どろぼうの心の変化を中心に表現している。結果とし
て
１
位
と
４
位
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
変
容
が
う
か
が
え
よ
う
。
次
に
、
感
想
文
の
表
現
内
容
の
一
部
を
記
す
。
．｜次の感想文
ぼくは、おばあさんが、おおかみののどにささったほれをぬいて
や
っ
た
こ
と
と
、
お
お
か
み
が
い
の
し
し
を
お
れ
い
に
お
い
て
い
っ
た
こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
夜
、
お
ば
あ
さ
ん
の
家
で
、
ダ
ン
ス
の
中
の
お
金
を
と
ろ
う
と
し
た
時
、
お
ば
あ
さ
ん
の
ね
ご
と
で
と
る
の
を
や
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
わ
る
い
こ
と
を
な
に
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
え
ら
い
と
思
います。
ふ
し
ぎ
な
こ
と
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、
お
お
か
み
の
口
に
手
を
入
れ
て
も
か
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ど
う
し
て
、
お
お
か
み
に
人
の
こ
と
ば
が
わかったのかふしぎです。どろぼうが、やたてをつけてもらって、
とうげを下る時、ダンスの中のお金をとることができなくて、そん
し
た
な
あ
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、
ど
ろ
ぼ
う
に
し
ん
せつにしたかわかりません。……・…：略……
・二次の感想文
四
ど
ろ
ぼ
う
が
、
や
た
てを返しに来た。
４
４
１位
5９
⑪、作文の指導については、次の事項について指導する。
ア、自分の考えをはっきりさせて文章に書き表そうとすること。
イ、書く必要のあることを整理して書く習慣をつけること。
ウ、事象を客観的に文章に書き表すこと。
そ書こうとすることの中心が明確になるように書くこと。
オ、段落を考えて書き、また、段落と段落との続き方にも注意して
書くこと。
力、文章を書くために必要な語句を増し、また、適切に文章のなか
で使うこと。
キ、文章を書くときの辞書の利用のしかたがわかること。
ク、書いた文章を読み返して、まちがいを正したり。いっそうよい
文章に書き改めたりすること。
②、⑪の指導と関連させて、ことばに関する次の事項について指導
する。
（ア、イ、ウ、ニオ、力として事項をあげている）
⑥、書写の指導については、次の事項について指導すること。
（ア、イ、ウ、として事項をあげている）このように「書くこ
と」の内容が記述されているが、「読むこと」の内容である、
山、次の事項について指導する。
（ア、イ、ウ、ニオ、力、キ覇の事項、正確に読みとるという
事項）
②、Ｕの指導と関連させて、ことばに関する次の事項について指導
する。
（ァ、イ、ウ、エ、オの事項）
⑧、Ｕおよび②に示す事項とともに、次の事項について指導する。
（
ァ
、
イ
、
ウ
、
ニ
オ
、
力
の
事
項
、
読
書
に
関
す
る
事
項
）
と、たいへん似ていて、関係が深い。
ここで、「書くこと」の内容の仰は、作文の指導についてとあ
り、②は、ことばのきまり、③は、書写指導であって、「読むこ
と」の関係としてどう結びつくかは、教師がその関係を確かに把
握していなければならないことである。つまり、Ⅲ、作文の指導
についてと、②、山の指導と関連させて、ことばに関する事項が、
「読むこと」の⑩、③とかかわり、密接な関係にあるということで
、ある。学習活動の「書く」という行為に、ノートを中心にしたメモ、板
書の視写、読みの深まりに応じて記録する自分の考え、第一次感想
文、節二次感想文など、さまざまにある。このことは、当然「書くこ
と」の内容にはいるわけだが、指導要領で示している「書くこと」｝
汕舳州剛抓・『出梶川訓瑚峅川獺雌肌ⅦＭ燗川肛阯朴阯酢曰雌刈刎函報
視点をより狭義に考えれば、とりもなおさず作文の指導についてで
あり、「作文能力」を指摘しているのである。
「作文能力」といいきってしまうと、一般的に考えれば、いわゆ
る「作文」を想定することになる。「作文」には、生活文、観察記
録文、日記文、手紙文、読書感想文、創作文などがあげられよう。
また「作文」といえば、主として生活綴り方を考える立場もある。
つまり「作文」といえば、ふつうよくわかる平明な文や文章を書く
ことでなく、もっと文学的な表現をする能力であると考える立場が
それである。これに対して、「文章表現」という立場の作文能力
は、正確な文章や、明瞭な文章を書く能力をさすといえよう。この
ことから「書くこと」の能力のとらえ方が、人によってやや違いが
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
「書くこと」の能力を、一般的な文章表現の技能と、生活文や手
ぼ
く
の
か
ん
し
ん
し
た
こ
と
は
、
お
お
か
み
の
口
に
さ
さ
っ
た
ほ
れ
を
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、
こ
わ
ご
わ
す
る
ど
い
は
が
あ
る
の
に
ぬ
い
て
や
っ
た
こ
と
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、
年
よ
り
な
の
に
、
い
つ
も
た
び
の
人
が
く
る
と
、
や
さ
し
く
し
て
や
る
の
で
、
ぼ
く
は
か
ん
し
ん
し
ま
し
た
。
おおかみが、「ウオーウオー」と、いっそう声をはりあげてない
た
の
も
、
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
に
ぬ
い
て
も
ら
お
う
、
と
い
っ
て
な
い
た
の
だ
と
ば
く
は
思
い
ま
す
。
や
さ
し
い
お
ば
あ
さ
ん
と
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
お
ば
あ
さ
ん
が
、
つ
よ
い
心
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
も
お
お
か
み
が
ま
も
っ
た
か
ら
だ
と
、
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
こ
の
作
者
は
、
と
う
げ
の
わ
る
い
お
お
か
み
の
こ
と
で
は
な
く
、
人
の
た
め
に
な
っ
た
こ
の
お
お
か
み
の
こ
と
を
か
き
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
「
お
お
か
みがこわい」といっていたら、おばあさんがどろぼうの心もよくし
て
い
ま
せ
ん
。
ど
ろ
ぼ
う
も
、
だ
ん
だ
ん
わ
る
く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
お
ばあさんが、おおかみの口にささったほれをぬいたことで、おおか
み
と
心
が
む
す
び
つ
い
て
な
か
よ
く
な
れ
た
の
で
す
。
ど
ん
な
こ
わ
い
も
の
で
も
、
わ
る
い
人
で
も
、
や
さ
し
い
心
で
、
い
つ
も
し
ん
じ
て
や
ら
な
く
て
は
あ
か
ん
な
あ
と
、
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ
くは、「どろぼうは、お金をとることができなくてざんねんだと思
っ
た
」
と
、
は
じ
め
の
か
ん
そ
う
文
に
か
き
ま
し
た
が
、
よ
く
考
え
る
と
、
「やっぱり、お金をとらなくてよかった」と思ってとうげを下った
と
思
い
ま
し
た
。
よ
く
読
む
と
、
ぼ
く
の
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
て
き
て
、
どろぼうや、おばあさんの気もちもわかってきました。
以上が感想文である。
こ
の
指
導
者
は
、
児
童
の
感
想
文
を
読
む
ご
と
に
、
こ
ん
な
に
ま
で
書
い
て
く
れ
た
か
と
、
う
れ
し
く
思
い
涙
し
た
と
、
感
情
ま
る
ご
と
の
こ
と
ば
で
述
べ
四、「読むこと」と、「書くこと」の関連で国語科の構造をいかに
とらえるか。
すでに、二「読むこと」の中で、「書くことの能力は全面的に期
待できない。三「書くこと」によって、「読むこと」の能力がつく。
の二項目で、「読むこと」「書くこと」の能力について、いうなれ
ば卓の両輪の働き、または二つが相補する意味を述べてきた。この
て
い
た
・
と
い
う
こ
と
は
、
読
み
の
中
に
鋭
い
指
導
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
た
い。指導者は、感想文を次々とプリントしたり、やがて、感想文だ
けでなく、感想詩までに発展しているという。
これは、「書くこと」の初発の燃想絵から一次感想、二次感想、
さらに感想詩へと、感想文にねらいをおいた指導である。つまり、
「感想文」をいかに書かせるかという児童の素ぼくな表現をもと
に、低次な内容の読みから高次な読みへ高めるために、「感想文」
を
一
つ
の
柱
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
目
的
を
速
成
す
る
土
功
に
、
そ
の
目
的
を
く
ず
さ
な
い
指
導
過
程
で
、
指
導
者
が
手
を
加
え
る
な
ら
ば、いわゆる「作文能力」に発展すると考えてよいだろう。
また、別に「書くこと」の目的には、読解の発展として、よく主
人公に手紙文をだすとか、作品の続き話を創作する活動もある。こ
れ
は
、
手
紙
を
書
く
必
要
性
、
創
作
す
る
必
然
性
を
指
導
者
が
目
的
と
し
て
と
ら
え
る
時
に
、
学
習
者
も
そ
の
活
動
に
意
欲
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
が、「読むこと」の理解に迫っているのである。
理
解
す
る
と
い
う
の
は
、
人
間
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
人
川
が何を表現するのかという明確な方向づけになっていくことであっ
て、「書くこと」の行為が戸「読むこと」の能力に、うらづけされ
る
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
4０
ことを要約すれば、二では、「読むこと」の目的を迩成するには、
「書くこと」の活動を手段として「読むこと」が可能になるという
こと。三では、「書くこと」を目的とした活動を深めていけば、
「読むこと」の能力が養われる。
ということである。このことから、国語科の構造として、「読む
こと」を、どのように吟味していくか、そして、現在の学習指導要
領
と
照
ら
し
、
や
が
て
行
れ
る
昭
和
五
十
五
年
度
の
新
教
育
課
程
に
、
ど
の
よ
うに位揖づけられるかということを予想してみたい。
「読むこと」の教材のジャンルとしてある説明的文章に焦点をす
え
て
考
え
て
み
る
。
「
読
む
こ
と
」
の
基
礎
的
な
も
の
と
し
て
の
ジ
ャ
ン
ル
に
、
文
学
的
文
章
の
読
み
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
戦
後
は
、
特
に
広
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
読
み
と
人
間
形
成
を
め
ざ
す
文
学
的
文
章
の
読
み
、
い
つ
ぽ
う
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ションの読みとして、また基本的読解を柱とする説明的文章が取り
あ
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
現在、この両者をふくめて「研究読みの能力」というように考え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
学
び
手
で
あ
る
児
童
、
生
徒
の
主
体
性
や
、
創
造的思考力の能力や態度を養うことに究極の目標をおいてである。
そ
し
て
、
説
明
的
文
章
の
読
解
が
よ
り
た
い
せ
つ
で
あ
る
と
い
う
論
も
多
い
よ
うである。ところが、教科書教材をみると、文学的文章の割合が、
内容的に多いようである。こうした中で、「説明的文章」を主張し
たとしても無理であろう。ただ、「研究読みの能力」という視点で
み
つ
め
れ
ば
、
読
書
技
能
と
し
て
の
副
読
本
を
ふ
や
す
と
か
、
他
教
科
の
教
科
書
の
読
み
と
り
方
を
、
も
っ
と
き
め
細
か
に
指
導
者
が
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
な
れ
ば
、
他
教
科
と
国
語
科
と
し
て
の
基
礎
教
科
の
構
造
も
、
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
場
の
指
導
者
と
国
語
科
指
導
の
授
業
分
析
を
交
わ
し
て
き
た
。
そ
の
中
で、「読むこと」「書くこと」の関連によると、一年は「だいた
い」、二年は「順序」、三年は「要点」、四年は「段落相互」、近
年は「主題・意図」、六年は「応用・発展」という指導要領の重点
事項を柱にした基本的読解をめぐることがある。その際に、例え
ば
、
二
年
で
あ
っ
て
も
要
点
や
段
落
指
導
は
必
要
で
あ
り
、
六
年
で
あ
っ
て
も、下学年の指導事項のとらえ方は、絶対必要であると話し合って
きた。つまり、基本的なものとしての内容や技能がどれであるか、
それぞれの教材をみつめ、児童・生徒の実態に応じて、指導者は教
材内容を精選していくことが、「研究読みの能力」をつけることに
つながる。現場では、そのことの苦労も大であることに注目せざる
を得ない。
ともあれ、「読むこと」と、「書くこと」の関連において、説明
的
文
章
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
他
教
科
の
読
み
の
基
礎
と
な
る
以
上
、
学
年
ご
と
に提出する説明文を、もう少し吟味し、それも中学年までに一応の
文
章
を
提
出
し
、
高
学
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
向
か
っ
て
読
ま
せ
る
自
由
な
文章を与えてやることが、「読むこと」を明確にしていく手だてに
ならないだろうか。また「書くこと」については、低学年から、現
在の基水文型や、自由な生活文をどしどし書かせることが必要であ
ろう。こうした教科書教材が、「読むこと」と「書くこと」の関連
をより構造化することになるのではなかろうか。
こ
と
ば
を
変
え
れ
ば
、
作
文
指
導
の
時
間
の
と
り
方
に
し
て
も
、
従
来
、
一
週間に一時間とっていることや、「書くこと」の学習内容の教材が
でると（詩・作文）、その学習の発展として「書くこと」（表現活
動
）
と
し
て
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
け
っ
こ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
指
導
は
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
説
明
的
文
章
の
4１
と、述べたが、この㈲、川の実態は、いずれも説明的文章（ｍは算
数科、㈹は国語科）である。学習者の意識や、指導過程の是非で解
決はつくわけだが、低学年から、日分で表現する「書くこと」に責
任をもつ意識は無理としても、「書くこと」によって、□分を意識
するということが、「読むこと」の意欲をかきたて、楽しいものだ
ということを認識させるのに適しているのではなかろうか。
読解が終わったから、次の教材へという消化主義でなく、説明的文
章の読解と同時に、学習者に作文（あらゆる目的をとらえ、学習者
の実態とてらしあわせ）を書かせて、それを「読む」という学習を
多
く
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
そ
れ
に
は
、
何
を
書
か
せ
る
か
の
手
だ
てと目的は、十分考えることはいうまでもない。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
低
学
年
か
ら
や
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
三
「書くこと」によって、「読むこと」の能力がつくという項で述べ
た
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
語
科
教
育
の
今
後
の
課
題
と
し
て
み
つ
め
て
い
き
た
い
の
で
あ
る
。
終わりに、私は、一九七五、五、「国語科研究資料４」（明治閃
岐）Ｐ七六に述べたことを引用して結びとしたい。
同
、
｜
年
の
算
数
で
、
「
つ
ぎ
の
か
ず
を
か
き
な
さ
い
。
十
の
位
が
５
、
一
の
位が６」という問題を読み、児童は、「〃」と記していた。ほん
とうは「品」が正しいのだが、「つぎのがずをかきなさい……」
という問いで、「つぎのかず」の意味をとりちがえたのである。
川、五年の国語で、『色さいとくらし』の教材に、「色さい」、
「色あい」、「色どり」、「色を作り出す」、「色のもつ感じ」
な
ど
、
題
名
に
関
連
し
た
語
句
が
多
く
出
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
を
ど
う
す
るか。語句指導として指導するか、文脈を通しながら要旨をつか
るか。語句指導として指導するか、一
む過程で指導するか、方法はあろう。
や
が
て
迫
る
昭
和
五
十
五
年
度
の
新
教
育
課
程
作
成
に
あ
た
り
、
感
ず
る
こ
との一つを述べたわけである。
（金沢市教育委員会学校教育課指導主事）
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